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開館時間：９時～１７時 休館日：毎週水曜日、第４火曜日、祝日の翌日 

平成１８年度から指定管理者制度により（財）東近江市地域振興事業団が管理しています。 

毎週第３日曜日は「家族ふれあいサンデー」 東近江市民の方は、「ふれあいカード」をお持ちの上、家族でお越し下さい。 

 
＝手先のパズル＝ ＝一連の動きのパズル＝ 

手先の器用さで目的を達成する。 

ときとしてゲームとよばれることも。 

決められたゴールに向けて、 

一連の手順、移動でたどりつく。 

  
＝はずして組むパズル＝ ＝ほどくパズル＝ 

組み合わされたピースを 

はずして、また元に戻すパズル。 

知恵の輪に代表されるとりはずす 

パズルは、もちろん元にもどさなくては。 

 

 

葉樹林のホームページ（ぜひご覧下さい。） 

http://www.puzzlein.com/museum/museum.htm 

夏休み特別企画 

「不思議なパズルの世界」 
～訳が分からない、それがパズルです～
八日市大凧会館が夏休みの期間に行う企画展です。今回は、ひらめきで

謎を解いていく「パズル」の世界を紹介します。そう言えば、八日市大

凧の図柄の特色である「判じもん」も、ひらめきで出来上がっていきま

すネ。展示会に展示するパズルは、京都にあるミニ博物館「葉樹林」よ

りすべてお借りしています。展示点数は、５００点を超えます。 

♪今年の夏は、パズルの世界を楽しんでください。♪(#^.^#)Minikitene. 

開催期間 

平成２０年７月２４日（木）～９月２日（火） 
開館時間 午前９時～午後５時まで 

（入館は午後４時３０分まで）  

期間中の休館日 毎週水曜日、８月２６日 

入館料 一般：２００円 小中学生：１００円 
展示するパズルの世界を紹介 

＝組み合わせパズル＝ ＝折りたたみパズル＝ 

構成するピースを組んだり合わせたりする。 折りたたんで模様や色をそろえる。 

  

＝消えるパズル＝ ＝パズルの壷＝ 

並べ替えることで、数が増減したり、 

面積が変わったように 

見える不思議さ。 

穴がたくさん開いた容器に飲み物を 

入れて、こぼさず飲む方法は。 

注ぎ口が底面にあってこぼれないのはなぜ？ 

 
 

＝不可能物体パズル＝ ＝開けるパズル＝ 

どのように作られたかを考えるパズル。 箱や枠、鍵などを開けるパズル。 

    



＝滋賀県博物館協議会＝ 
滋賀県内の博物館施設が相互の連絡を図り、博物館活動を通じて滋賀

県民の振興を目的に協議会があり、現在８７施設が加盟しています。6

月 25 日に総会が行われ、事業報告、事業計画、予算などが審議され、

その後、意見交換などが行われました。 

現在、設立 25 周年記念事業として、「スタンプラリー」が行われてい

ます。8 月 31 日までです。加盟館の中から、6 館のスタンプを押して

応募すると、応募いただいた方全員に参加賞と、抽選により、すてきな

ミュージアムグッズがもらえます。大凧会館をスタートに、各館を回り

すてきなグッズをゲットして下さい(*^_^*) 

なお、総会で今年から杉村貴館長が協議会の理事に選出されました。 

＝総合学習＝ 
今年も、総合学習で八日市地域にある「すてきな所」「気になる所」の

ひとつとして、八日市南小学校の 3 年生の児童 39 名が訪れました。八

日市大凧会館の仕事内容や役割などを学習していただきました。 

 実際に触って見てください。パズルは見ているだけでは

分かりません。今回の展示会は、パズルの体験コーナー、

パズル体験教室を開催します。悩み悩みながら、謎を解い

てください。 

＝パズル体験コーナー＝ 
館内に常時パズル体験コーナーを設置。親子でパズルの謎

に挑戦。そのひとつ「ラッシュアワー」は、目的は◎のマ

イカーを出口まで移動

させること。行く手をは

ばむ他のクルマを含め

て、上手に移動しなけれ

ばなりません（各クルマ

は前後にしか動けませ

んのでご注意）。 

そして、「畳のパズル」。

市内の山源製畳さんが、

畳でできているパズルを作製。体験コーナー用にお借りしています。 

  
ラッシュアワー 畳のパズル 

＝パズル体験教室募集中＝ 
八日市大凧のオリジナルパズル作製教室です。

8 月 31 日はまだ余裕があります。ご参加お待

ちしております。  ↓定員に達しました。 

開催日時 7 月２７日（日） 10 時～12 時 

     ８月３１日（日） 10 時～12 時 

参加費 無料 
定員  各先着５０名 持ち物 無し 

対象  ３歳以上（小学４年生以下は保護者同伴） 

締め切り 定員になり次第 

申込み方法 電話申込み（０７４８－２３－００８１） 

 

＝夏休み親子凧作り教室＝ 

～キャッフィーの凧を大空に揚げよう!!～ 
今回は８月に開催される、夏休み「親子凧作り教室」キ

ャッフィーの凧を大空に揚げよう！！をご紹介します。 

前号でも少しお伝えしましたが、今年１０月１８日から２

１日まで開催されるスポレク滋賀２００８のキャラクタ

ー・キャッフィーの形をした凧作り教室です！決して紙に

絵を描くのではないのです！！しかも全長約８０㎝の結構

大きい凧が出来上がりますので小さい子供さんだっ

たら自分の身長位になるかも！？今から楽しみです

ね♪ 

今回凧作りの指導をしていただくのは創作連凧作り

名人として知られている、徳島県の矢部照征さんで

す。矢部さんは大凧まつりにも毎年参加していただ

いている方で、去年作ったひこにゃんの凧やカブト

ムシの凧の設計者でもあります。今年の大凧まつり

ではひこにゃんとキャッフィーの連凧、ちびまる子ちゃんの家族の連

凧を揚げておられました。キャッフィーはとても人気がありますので、

申込みはお早めに！ 

【開催日】平成２０年８月２３日（土） 

     ９時３０分から１２時００分 

【会場】八日市大凧会館別館 【募集組数】５０組の親子 

【参加料】３００円（材料費含む） 【締切】定員になり次第 

【対象】３歳以上（小学生以下は保護者同伴） 

【申し込み方法】電話申し込み（０７４８－２３－００８１） 
＝八日市大凧ブログ開設１年＝ 

みなさん、見て頂いていますか。「大凧ブログ」

を！！。昨年の７月２日から、凧の情報をみな

さんにお伝えしようと開設をしました。現在ア

クセスカウンターは３万件を超えております。

本当にたくさんのみなさんにご覧頂きありがと

うございます。毎日更新をしていますので、毎

日チェックして下さい(^0_0^) 

http://oodakomuseum.shiga-saku.net/ 

＝８月の予定＝ 
９月２日（火）まで 夏休み特別企画「不思議なパズルの世界」開催中 

 ２日（土） ２００８年八日市大凧まつり「写真コンクール」表彰式 

 ２日（土）～１７日（日） 

           ２００８年八日市大凧まつり「写真コンクール」展示 

１７日（日） 家族ふれあいサンデー 

２３日（土） 夏休み親子凧作り教室～キャッフィーの凧を大空に揚げよう！！～ 

３１日（日） パズル体験教室 

＝「写真コンクール審査に参加して」＝ 
 この度､八日市大凧まつり写真コンクールの審

査に､はじめて参加をさせて頂きました｡ 

私も日頃は写真を撮る機会が少ないので､あまり

写真に対する知識もなく不安を抱えての審査で

ありましたが､皆さんの応募されました熱意とお

気持ちを十分に察して､しっかりと審査をさせて

頂きました｡ 

 今年は､応募規定が昨年と少し変わり､使用カメラの機種もフィルム

だけだったのが､デジタルも可となりましたので､応募点数は昨年より

多く､262 点で 98 名の皆さんが応募され､どの写真も大凧まつりに待

ちこがれ､待ちにまった風に､チャンスを狙ってシャッターを押され

た､その素晴らしい感性に満ちた写真を見せて頂く事が出来ました｡ 

 八日市大凧まつりに､たくさんの皆さんにご参加を頂き､その上､伝

統文化の八日市大凧をいつまでも後世に伝える証として写真に残して

頂きました事に､心から感謝を申し上げます｡ 

写真は､百畳大凧や参加者の凧､まつりの裏方さんの動き､観客の表

情等々を撮られたものが数点づつありましたが､八日市大凧まつりの

写真とは言いましても､撮る人の性格や感性の違いによりこれだけ

様々な写真の応募がある事に驚き､また､感心しながら楽しく審査させ

て頂きました｡ 

これからも､八日市大凧を全国に発信して行きたいと願っておりま

すので､県内外の多くの皆さんのご応募をお待ちしております｡ 

最後になりましたが､ご応募頂きました皆さんありがとうございま

した｡ 

～応募総数２６２作品(^-^)～ 

＝大凧まつり写真コンクール＝ 
        ９８名のカメラマン達の目から見た大凧まつり。そ

の作品が大凧会館へと集まりました。私は１００畳大

凧が飛揚する様子は直接には見ることができません

でしたが、皆さんの写真を見ていろいろなアングルか

らの様子を楽しませてもらっています。でもすごいで

すね。あんなに天気が悪かったのに、ちゃんと青空が 

のぞいたところが凧と写っているんです。シャッターチャンスを逃さ 

ない集中力には驚きです。また、当日関わった人達を写した写真もた 

くさんあって、みんなほんとにいい表情でしたよ。大凧まつりが終わ 

ってもう２ヶ月ほどたちますが、またあの時の盛り上がりが思い出さ 

れます。 

 今年の応募総数は去年に比べ７０程増えたとか・・・。今年からデ

ジタルカメラがＯＫになったことも増えた要因でしょうか。中にはフ

ィルムとデジタル両方で応募の方もおられましたよ。いずれにせよ各

カメラマンが自信を持った作品です。一見の価値あり！！ 

 これらの写真は八日市大凧会館別館にて展示されます。皆さん是非

見に来てください。そして来年はあなたも応募してみてください。 

２００８年八日市大凧まつり写真コンクール展 

８月２日（土）～１７日（日） 
会場：世界凧博物館八日市大凧会館別館 

入場無料 

 


